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５
月
24
日
、栃
木
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
平
成
30
年

度
栃
木
市
自
治
会
連
合
会
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
に
お
い
て
、新

た
な
表
彰
規
程
の
制
定
に
つ
い

て
承
認
を
得
た
こ
と
か
ら
、自

治
会
長
以
外
の
自
治
会
の
中

核
を
担
う
方
へ
の
表
彰
が
来
年

度
よ
り
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、長
年
の
自
治
会
活
動

へ
の
貢
献
に
敬
意
を
込
め
て
、

24
名
の
方
に
表
彰
状
と
記
念

品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

・
平
成
29
年
度
事
業
報
告

・
平
成
29
年
度
収
支
決
算
報
告

・
監
査
報
告

・
平
成
30
年
度
事
業
計
画

・
平
成
30
年
度
収
支
予
算

・
規
約
の
一
部
改
正

・
規
定
の
制
定

・
役
員
選
任

　
〈
２
ペ
ー
ジ
参
照
〉※議事に

ついては
全て承認
されました。

　

近
年
、新
聞
等
で
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
問

題
は
、私
達
が
住
ん
で
い
る
地
域
社

会
に
お
い
て
も
現
実
の
問
題
と
し

て
、取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
に
、世
帯
状
況
は
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
、高
齢
者
夫

婦
の
み
の
世
帯
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、乳
幼
児
の
居

る
世
帯
は
滅
多
に
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
、こ
れ
か
ら
の
社
会
に
唯
一
言
え
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
、当
た
り
前
で
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
変
化
か
ら
目
を
逸
ら
さ
ず
、今
住
ん
で
い
る

地
域
の
住
人
同
士
が「
助
け
合
っ
た
り
、助
け
た
り
」の
気
持

ち
を
持
っ
て
、自
分
が
出
来
る
こ
と
は
小
さ
く
て
も
お
互
い

が
関
わ
り
合
い
、し
な
や
か
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
、自
治
会
も
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
従
来

の
活
動
に
加
え
、ま
ず
は
目
の
前
の
問
題
で
あ
り
ま
す「
地

域
支
え
合
い
活
動
」「
自
主
防
災
会
の
設
置
」そ
し
て
健
康

寿
命
延
伸
の
た
め
の
各
種
施
策
に
つ
い
て
、行
政
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
出
来
る
所
か
ら
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
地
域
に
と
っ

て
必
要
で
あ
り
、こ
の
こ
と
が
自
治
会
会
員
相
互
の
信
頼
を

高
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
「
自
治
会
連
合
会
だ
よ
り
」は
従
来
年
1
回
の
発
行
で
し

た
が
平
成
30
年
度
か
ら
年
2
回
の
発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

発
信
す
る
情
報
量
の
増
加
に
よ
り
、多
岐
に
亘
る
自
治

会
活
動
を
地
域
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、活
動
の
有
用

性
を
認
識
し
、理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
自
治
会
相
互
間
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
、尚
結
構
な
話
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
紙

面
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

栃
木
市
自
治
会
連
合
会

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
事
内
容

栃
木
市
自
治
会
連
合
会会長

　
臼
井
　
義
雄
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（
栃
木
第
１
・
泉
町
）

（
栃
木
第
２
・
倭
町
北
五
）

（
栃
木
第
２
・
室
町
）

（
栃
木
第
３
・
沼
和
田
町
東
部
）

（
栃
木
第
４
・
旭
町
五
丁
目
）

（
栃
木
第
５
・
箱
森
西
部
）

（
栃
木
第
５
・
小
平
町
）

（
栃
木
第
６
・
薗
部
町
一
丁
目
）

（
栃
木
第
６
・
薗
部
町
二
丁
目
）

（
大
宮
・
大
宮
第
三
）

（
大
宮
・
印
役
）

（
大
宮
・
南
平
）

（
大
宮
・
南
堀
ノ
内
）

（
皆
川
・
岩
出
町
）

（
吹
上
・
川
原
田
団
地
）

（
寺
尾
・
鍋
山
第
一
）

（
寺
尾
・
鍋
山
町
第
四
）

（
国
府
・
四
季
の
森
団
地
）

（
大
平
・
富
田
第
３
）

（
藤
岡
・
大
前
本
郷
）

（
藤
岡
・
東
ノ
一
）

（
藤
岡
・
西
ノ
一
）

早
乙
女
恒
夫

菅
沼
　
誠
一

佐
伯
　
莞
司

片
柳
　
義
隆

小
川
　
友
吉

石
橋
　
　
敏

赤
堀
　
芳
男

梅
山
　
哲
夫

加
藤
　
　
章

鶴
見
　
　
智

福
田
　
誠
一

大
森
　
　
潔

大
垣
　
聖
子

大
島
　
龍
彦

板
川
八
重
子

白
沢
　
栄
幸

古
内
　
　
孝

茂
木
　
　
正

川
島
　
孝
宣

水
戸
部
孝
雄

横
田
　
　
隆

大
島
　
初
夫

長
年
に
わ
た
る
自
治
会
活
動
の
成
果
に
敬
意
を
込
め
て
自
治
会
功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

竹
澤
　
克
元

堀
合
　
俊
治

竹澤　克元氏堀合　俊治氏板川八重子氏

（
大
宮
・
三
日
月
）

（
岩
舟
・
三
八
五
）

（
地
区
名
・
自
治
会
名
）　
敬
称
略　

（
地
区
名
・
自
治
会
名
）　
敬
称
略　

自
治
振
興
功
労
者
表
彰
受
賞
者
一
覧

敬
称
略

平
成
30
年
度

役
員
紹
介

特
別
功
労
者
表
彰【
８
年
以
上
】

功
労
者
表
彰【
4
年
以
上
】

平成29年度自治会等地縁による
団体功労者総務大臣表彰を

受賞されました。
　栃木市自治会連合会会長の臼井義雄氏が平成29年度自治会等地縁によ
る団体功労者総務大臣表彰を受賞され、11月29日、総務省講堂にて平成29
年度自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰式に出席されました。
　この表彰は自治会、町内会等の地縁による団体の代表者として多年にわた
り在職し、地域的な共同活動を通じて良好な地域社会の維持及び形成に顕
著な功績があったと認められる方に対し、総務大臣が表彰するもので、県内
では臼井氏を含め３名の方が受賞されました。

役
　
職

氏
　
名

地
区
名

会
　
長

臼
井　

義
雄

栃
木
第
4

副
会
長

癸
生
川
孔
章

吹
上

松
本　
　

靜

大
平

恩
田　
　

正

藤
岡

茅
島　

淳
二

都
賀

渡
邉　

春
仁

西
方

須
藤　

満
雄

岩
舟

理
　
事

大
栗　

利
夫

栃
木
第
１

落
合　

雅
雄

栃
木
第
２

大
橋　

正
美

栃
木
第
３

杉
戸　
　

洋

栃
木
第
５

添
野　

通
雄

栃
木
第
６

大
島　
　

努

栃
木
第
７

内
藤　
　

實

大
宮

大
橋　

哲
夫

国
府

柳
田　

和
子

大
平

片
庭　

文
彦

大
平

野
原　

宏
之

大
平

大
島　

康
行

大
平

田
中　

規
雄

藤
岡

小
曽
根
愼
一

藤
岡

金
久
保
克
巳

藤
岡

渡
辺　

靖
昭

都
賀

野
原　

正
衛

都
賀

山
ノ
井
照
行

西
方

亀
和
田
順
子

岩
舟

小
林　

和
仁

岩
舟

会
　
計

関
口
茂
一
郎

皆
川

斉
藤　

栄
吉

岩
舟

監
　
事

峰
岸　

晃
一

寺
尾

落
合　
　

栄

大
平
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（
栃
木
第
２
・
旭
町
三
丁
目
）

（
大
宮
・
今
泉
団
地
）

　

１
月
26
日
、鹿
沼
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
平
成
29
年
度
栃
木
県

自
治
会
連
合
会
会
長
研
修
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
卓
球

女
子
団
体
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
平
野
早

矢
香
氏
に
よ
る
講
演
に
加
え
、多

年
に
わ
た
る
自
治
会
活
動
に
尽
力

し
、そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
を
表

彰
す
る
栃
木
県
自
治
会
活
動
功
労

者
知
事
表
彰
並
び
に
栃
木
県
自
治

会
連
合
会
自
治
振
興
功
労
者
表
彰

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、本
会
か
ら

６
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

黒
宮
　
淳
元

丸
山
　
　
清

善
野
佐
次
平

塚
原
　
正
雄

関
口
茂
一
郎

塚
本
　
忠
夫

（
栃
木
第
１
・
万
町
一
丁
目
）

（
栃
木
第
３
・
沼
和
田
町
西
部
）

（
皆
川
・
東
小
野
口
）

（
西
方
・
金
崎
南
）

平
成
29
年
度

栃
木
県
自
治
会
連
合
会

会
長
研
修
大
会

栃
木
県
自
治
会

活
動
功
労
者
知
事
表
彰

栃
木
県
自
治
会
連
合
会

自
治
振
興
功
労
者
表
彰

（
地
区
名
・
自
治
会
名
）　
敬
称
略　

（
地
区
名
・
自
治
会
名
）　
敬
称
略　

自治会が設立されました

自治会活動についての記事を募集します

　自治会連合会だよりでは、自治会間の情報交換の場として、自治会活動に関する記事を募集します。自治会活動の周知や成功事
例の周知など自治会活動の活性化にご活用ください。

随時　※発行のスケジュールにより掲載時期が異なります　※次回発行は広報とちぎ4月号に折込予定です。

〒328-8686　栃木市万町9-25
（地域づくり推進課内）
電話：0282-21-2331
FAX：0282-21-2671
e-mail：chiiki@city.tochigi.lg.jp

栃木市自治会連合会事務局

※様式の指定はございませんが、200～300文字程度とさせていただきます。
※記事を掲載できない場合がございます。予めご了承ください。

自治会活動に関すること

自治会名、氏名、住所、電話番号を明記のうえ、メール、
FAX、窓口にて原稿、写真等を提出ください。

募 集 時 期

募 集 記 事

応 募 方 法

その他ご不明な点等ございましたら、
事務局までお問い合わせください。

　国府地区に新たに惣
そうじゃにしこうじ

社西小路自治会が設立され、栃木
市の自治会は４７３となりました。今回は初代会長の野中氏
に自治会設立等に関するお話を伺いしました

自治会立ち上げのきっかけについてお聞かせください。 自治会での今後の取り組みについてお聞かせください。

自治会立ち上げの際に苦労したことについてお聞かせください。 最後に

　分譲地に最初に入居した世帯を対象に、当時の国府地区自治会連合
会長さんの働きかけにより説明会が開催され、分譲地の隣接自治会の
世帯数が多く新規加入が困難であるとの情報提供があり、分譲地入居
世帯で新たな自治会を結成する方向で検討することとなりました。しか
し、その後も入居が増えて、小学校に通学する世帯が増えるにつれて、
育成会の必要性や防犯灯の設置などを求める意見も出てきたことなど
から、自治会を立ち上げることとなりました。

　当自治会は若い世代ばかりで皆さんお仕事をされていますので、今まで
の回覧板だけでなく、メールやLINEを使って連絡をとりあったりすることに
より連絡時間を短縮し、もっと会議の回数を減らせるようにしていきたいと
考えています。反面、元からこの地域で暮らしていたわけではなく栃木市外
から転入された方も多くいますので、定期的に親睦会を開催しています。会
議ではなく親睦会という機会があることで皆さんの距離が近づいた気がし
ます。今後もいい方向で新しい取り組みはしていきたいと考えています。

　当自治会の区域は、入居時期が分散していたために、自治会結成に
ついて話し合いを持っても、そのたびに一から説明して、自治会の必要
性を理解していただくまでに3年の時間を必要としました。また、当自治
会は構成世帯が少なく、共働き世帯が大部分なため、平日にある自治会
連合会の会議等に参加できる役員の担い手が少ないことが、自治会結
成を躊躇していた主な理由です。

　国府地区は地域活動も盛んに行われています。当自治会は世帯数が
少なく、若い世代が多いのでまだまだ未熟で至らないところも多々あるか
と思いますが、地域に暮らす先輩方のご指導を賜りながら、住民みんな
が自分たちの地域をより豊かに暮らしやすくするため、地域の発展に微
力ながら貢献していきたいと考えています。できる限りの協力をさせて
いただきますので、よろしくお願い致します。

新たに



4

栃木市地域支え合い活動
スタートアップ支援
補助金のご案内

今 後 の
予 定

第２回役員会
栃木県自治会
連合会常任

理事会・定期総会
第３回役員会

全国自治会
連合会
東京大会

第４回役員会 第５回役員会

スタートアップ支援
補助金のご案内

市では、自治会等が行う地域における支え合い活動を支援するため、
スタートアップに必要な費用の一部を補助します！

市では、ひとり暮らしの高齢者や障がい者などを、日ごろから地域の身近な方々で見
守ったり、支え合ったり、助け合ったりする「地域支え合い活動」を推進しています。
地域支え合い活動の推進には、地域のみなさん一人ひとりの取り組みが必要です。
支え合い活動は、地域の実情に応じて様々な取り組みがありますが、無理のない範
囲で、助け合いの気持ちで、できることから始めてみましょう。

～ 地域支え合い活動について ～

お問合わせ先　地域包括ケア推進課　TEL：0282-21-2247

次の活動を３年以上継続して実施することを要件としています。
高齢者、障がい者等の支援を必要とする方への
①日常的に生活の状況を見守る活動
②その活動に付随して行われる日常生活を支援するための活動

最大５万円
（１つの自治会等に
１回限りの交付とな
ります。）

申 請 書 及び 活 動 計 画 書 の 提 出
が必要です。
詳 細 は 地 域 包 括 ケア推 進 課ま
でご連絡ください。

対象
となる
活動

補助
金額

申請
手続

・見守り隊による戸別訪問  ・班内回覧時による安否確認
・集いの場への参加呼びかけ  ・ゴミ出しの際の声かけ など

たとえば…

6/20㈬ 6/29㈮ 9/28㈮
11/14㈬ 12/13㈭ 3/25㈪～15㈭


